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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡とプロセッサとの接続部のサイズを大型
化せず、内視鏡装置側での消費電力が大きくなった場合
にも電源送受信を可能とする非接触給受電技術を提供す
る。
【解決手段】内視鏡システムにおいて、プロセッサの凹
部コネクタと接続する、凸部コネクタを内視鏡装置が有
し、凸部側面部にソレノイドコイルが取り付けられてい
る場合には、プロセッサの凹部コネクタの側面部に取り
付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によ
って凸部側面部のソレノイドコイルに誘導電流が発生し
、プロセッサから内視鏡装置へ電源が供給され、凸部側
面部にスパイラルコイル１１０１，１１０２が巻きつけ
られている場合には、プロセッサの凹部コネクタの側面
部に巻きつけられたスパイラルコイル２１０１，２１０
２によって発生した磁場によって凸部側面部のスパイラ
ルコイルに誘導電流が発生し、プロセッサから内視鏡装
置へ電源が供給される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡システムのプロセッサの凹部コネクタに接続される凸部コネクタを有する内視鏡
装置であって、
　前記凸部コネクタは、凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイルあるいは前記凸部
側面部に巻きつけられたスパイラルコイルを含み、
　前記凸部側面部にソレノイドコイルが取り付けられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に取り付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によ
って前記凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイルに誘導電流が発生し、前記プロセ
ッサから前記内視鏡装置へ電源が供給され、
　前記凸部側面部にスパイラルコイルが巻きつけられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に巻きつけられたスパイラルコイルによって発生した磁場によ
って前記凸部側面部に巻きつけられたスパイラルコイルに誘導電流が発生し、前記プロセ
ッサから前記内視鏡装置へ電源が供給される、内視鏡装置。
【請求項２】
　請求項１において、さらに、
　前記供給された電源によって発生する消費電流値を測定する電流監視部と、
　前記電流監視部によって測定された前記消費電流値に対応する表示を出力する表示部と
、
を備える、内視鏡装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記表示部は、前記消費電流値と複数の所定の閾値とを比較し、前記内視鏡装置の内部
の各デバイスが動作しているか否かを示す表示を出力する、内視鏡装置。
【請求項４】
　請求項２または３において、
　前記表示部は、表示色が異なる複数のＬＥＤによって構成される、内視鏡装置。
【請求項５】
　凸部コネクタを有する内視鏡装置が接続され、凹部コネクタを有するプロセッサであっ
て、
　前記凹部コネクタは、凹部側面部に取り付けられたソレノイドコイルあるいは前記凹部
側面部に巻きつけられたスパイラルコイルを含み、
　前記凹部側面部にソレノイドコイルが取り付けられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に取り付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によ
って前記内視鏡装置の前記凸部コネクタの凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイル
に誘導電流が発生し、前記プロセッサから前記内視鏡装置へ電源が供給され、
　前記凹部側面部にスパイラルコイルが巻きつけられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に巻きつけられたスパイラルコイルによって発生した磁場によ
って前記内視鏡装置の前記凸部コネクタの前記凸部側面部に巻きつけられたスパイラルコ
イルに誘導電流が発生し、前記プロセッサから前記内視鏡装置へ電源が供給される、プロ
セッサ。
【請求項６】
　請求項５において、さらに、
　無線給電ではなく電気的接続による有線給電に対応する内視鏡装置の凸部コネクタに設
けられた電気端子と電気的に接続される電気端子を備える、プロセッサ。
【請求項７】
　請求項１から４の何れか１項の内視鏡装置と、
　請求項５または６のプロセッサと、
を備える内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本開示は、内視鏡装置、プロセッサ、および内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡システムは、内視鏡装置（スコープ）と、内視鏡装置を接続するプロセ
ッサとによって構成されている。近年では、使用後の内視鏡装置の洗浄・消毒時の防水キ
ャップ着脱の手間を考慮し、プロセッサから内視鏡装置に非接触で電力を供給する内視鏡
システムが用いられている。
【０００３】
　例えば、特許文献１は、内視鏡側コネクタにプロセッサから非接触で受電を行う受電コ
イルを含む受電部を設け、プロセッサ側コネクタに内視鏡装置に非接触で給電を行う給電
コイルを含む給電部を設けた内視鏡システムを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１０８９３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、内視鏡装置とプロセッサとの接続部は、小型化傾向にあるが、特許文献１に開示
の内視鏡システムのように、電源時送受信コイルをスパイラル形状（コイルの円形状面合
わせ）で電源送受信動作を行うと、撮像素子の高解像度化により消費電力が大きくなった
場合に電力が不足する可能性がある。スパイラルコイルを大きくする（円形状のコイルの
半径を大きくする）か、複数のコイルを配置することにより、電源送受信能力を増加させ
ることができるが、近年の内視鏡装置とプロセッサとの接続部の小型化傾向とは相反して
しまう。
【０００６】
　本開示はこのような状況に鑑みてなされたものであり、内視鏡とプロセッサとの接続部
のサイズを大型化せず、内視鏡装置側での消費電力が大きくなった場合にも電源送受信を
可能とする非接触給受電技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本実施形態は、内視鏡システムのプロセッサの凹部コネク
タに接続される凸部コネクタを有する内視鏡装置であって、
　凸部コネクタは、凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイルあるいは凸部側面部に
巻きつけられたスパイラルコイルを含み、
　凸部側面部にソレノイドコイルが取り付けられている場合には、プロセッサの凹部コネ
クタの側面部に取り付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によって凸部側面
部に取り付けられたソレノイドコイルに誘導電流が発生し、プロセッサから内視鏡装置へ
電源が供給され、
　凸部側面部にスパイラルコイルが巻きつけられている場合には、プロセッサの凹部コネ
クタの側面部に巻きつけられたスパイラルコイルによって発生した磁場によって凸部側面
部に巻きつけられたスパイラルコイルに誘導電流が発生し、プロセッサから内視鏡装置へ
電源が供給される、内視鏡装置を提供する。
【０００８】
　本開示に関連する更なる特徴は、本明細書の記述、添付図面から明らかになるものであ
る。また、本開示は、要素及び多様な要素の組み合わせ及び以降の詳細な記述と添付され
る請求の範囲の様態により達成され実現される。
　本明細書の記述は典型的な例示に過ぎず、特許請求の範囲又は適用例を如何なる意味に
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於いても限定するものではないことを理解する必要がある。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示によれば、内視鏡とプロセッサとの接続部のサイズを大型化せず、内視鏡装置側
での消費電力が大きくなった場合にも電源送受信が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態の電子内視鏡システムの全体外観を示す図である。
【図２】本実施形態の電子内視鏡システムの概略内部構成例を示す図である。
【図３】内視鏡側コネクタ１１０／１１１とプロセッサ側コネクタ２１０の断面構成を示
す図である。図３（ａ）は、無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１１０の断面構成を、図
３（ｂ）は、電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ１１１の断面構成を、図３（
ｃ）は、無線給電および電気接点による給電の両方に対応のプロセッサ側コネクタ２１０
の断面構成を示している。
【図４】無線給電コイルとしてソレノイドコイルを用いた場合の内視鏡側およびプロセッ
サ側コネクタの構成を示す図である。図４（ａ）は、当該変形例による無線給電に対応の
内視鏡側コネクタ１１０の断面構成を、図４（ｂ）は、当該変形例による、無線給電およ
び電気接点による給電の両方に対応のプロセッサ側コネクタ２１０の断面構成をそれぞれ
示している。また、図４（ｃ）は、内視鏡側コネクタ１１０がプロセッサ側コネクタ２１
０に挿入された場合の、内視鏡側無線給電コイル（ソレノイドコイル）１１１０あるいは
１１２０とプロセッサ側無線給電コイル（ソレノイドコイル）２１１０あるいは２１２０
の関係を示す図である。図４（ｄ）は、内視鏡側コネクタ１１０とプロセッサ側コネクタ
２１０が位置ずれを起こしているときに発生する磁界（磁束）の様子を示す図である。
【図５】報知機能に関係する、内視鏡装置１００とプロセッサ２００の内部構成例を示す
図である。
【図６】ＬＥＤによる電流レベルの報知動作を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下においては
、本開示の一実施形態として電子内視鏡システムを例に取り説明する。
【００１２】
　電子内視鏡システムにおける観察の対象部位は、例えば、呼吸器等、消化器等である。
呼吸器等は、例えば、肺、気管支、耳鼻咽喉である。消化器等は、例えば、大腸、小腸、
胃、食道、十二指腸、子宮、膀胱等である。上述のような対象部位を観察する場合、特定
の生体構造を強調した画像の活用がより効果的である。
【００１３】
　＜内視鏡システムの構成＞
　図１は、本実施形態の内視鏡システムの全体外観例を示す図であり、図２は、本実施形
態の電子内視鏡システムの概略内部構成例を示す図である。電子内視鏡システム１は、内
視鏡装置（電子スコープ）１００と、プロセッサ２００と、モニタ３００とを備えている
。
【００１４】
　内視鏡装置１００は、被検体の内部に挿入される細長い管状の挿入部１１を備えている
。内視鏡装置１００は、後述する光源装置２０１からの照射光を導くためのＬＣＢ（Ligh
t Carrying Bundle）１０１と、ＬＣＢ１０１の出射端に設けられた配光レンズ１０２と
、対物レンズ１０３と、対物レンズ１０３を介して被照射部分（観察部位）からの戻り光
を受光する撮像素子１０４と、撮像素子１０４を駆動するドライバ信号処理回路１０５と
、第１メモリ１０６とを備えている。
【００１５】
　光源装置２０１からの照射光は、ＬＣＢ１０１内に入射し、ＬＣＢ１０１内で全反射を
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繰り返すことによって伝播する。ＬＣＢ１０１内を伝播した照射光は、挿入部１１の先端
部１２内に配置されたＬＣＢ１０１の出射端から出射され、配光レンズ１０２を介して観
察部位を照射する。被照射部分からの戻り光は、対物レンズ１０３を介して撮像素子１０
４の受光面上の各画素で光学像を結ぶ。
【００１６】
　撮像素子１０４は、挿入部１１の先端部１２内に配置されており、例えば、ＣＣＤ（Ch
arge Coupled Device）イメージセンサである。撮像素子１０４は、受光面上の各画素で
結像した光学像（生体組織からの戻り光）を光量に応じた電荷として蓄積して、Ｒ、Ｇ、
Ｂの画像信号を生成して出力する。なお、撮像素子１０４は、ＣＣＤイメージセンサに限
らず、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサやその他
の種類の撮像装置に置き換えられてもよい。撮像素子１０４は、ドライバ信号処理回路１
０５によって駆動され、１フィールドもしくは１フレーム分の画素信号が撮像素子１０４
から所定の時間間隔（例えば１／６０秒あるいは１／３０秒間隔）で読み出される。
【００１７】
　プロセッサ２００は、内視鏡装置１００からの信号を処理する信号処理装置と、自然光
の届かない体腔内を内視鏡装置１００を介して照射する光源装置とを一体に備えた装置で
ある。別の実施形態では、信号処理装置と光源装置とを別体で構成してもよい。プロセッ
サ２００は、光源装置２０１と、システムコントローラ２０２と、光学フィルタ２０３と
、光学フィルタドライバ２０４と、前段信号処理回路２０５と、色変換回路２０６と、後
段信号処理回路２０７と、第２メモリ２０８とを備えている。
【００１８】
　プロセッサ２００は、図示しない操作パネルを備えてもよい。操作パネルの構成には種
々の形態がある。操作パネルの具体的構成としては、例えば、プロセッサ２００のフロン
ト面に実装された機能毎のハードウェアキーやタッチパネル式ＧＵＩ（Graphical User I
nterface）、ハードウェアキーとＧＵＩとの組合せ等が考えられる。施術者は、操作パネ
ルによって後述するモード切替操作が可能となる。
【００１９】
　システムコントローラ２０２は、図示省略のメモリに格納された各種プログラムを実行
し、電子内視鏡システム１全体を統合的に制御する。システムコントローラ２０２は、制
御信号を用いて、プロセッサ２００に接続されている内視鏡装置１００に適した処理がな
されるようにプロセッサ２００内の各種回路の動作やタイミングを制御する。また、シス
テムコントローラ２０２は、上述の操作パネルに接続されてもよい。システムコントロー
ラ２０２は、操作パネルより入力される施術者からの指示に応じて、電子内視鏡システム
１の各動作及び各動作のためのパラメータを変更する。
【００２０】
　光源装置２０１としては、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メ
タルハライドランプ等の高輝度ランプやＬＥＤ（Light Emitting Diode）を用いることが
できる。光源装置２０１からの照射光は、主に可視光領域から不可視である赤外光領域に
広がるスペクトルを持つ光（又は少なくとも可視光領域を含む光）である。光源装置２０
１からの照射光は、光学フィルタ２０３に入射する。
【００２１】
　なお、内視鏡装置１００とプロセッサ２００との間のデータ通信は、有線の電気通信方
式を用いてもよいし、光無線通信方式を用いてもよい。後述する内視鏡側コネクタ（無線
給電方式の場合）とプロセッサ側コネクタの構成では、光無線通信方式を用いた形態につ
いて示されている（図３参照）。
【００２２】
　＜各コネクタの構成＞
　図３は、内視鏡側コネクタ１１０／１１１とプロセッサ側コネクタ２１０の断面構成を
示す図である。図３（ａ）は、無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１１０の断面構成を、
図３（ｂ）は、電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ１１１の断面構成を、図３
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（ｃ）は、無線給電および電気接点による給電の両方に対応のプロセッサ側コネクタ２１
０の断面構成を示している。
【００２３】
（i）無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１１０
　図３（ａ）に示されるように、無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１１０は、プロセッ
サ側コネクタ２１０に挿入されて接続が完了する。無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１
１０は、当該内視鏡側コネクタ１１０の胴体部（内視鏡側コネクタ１１０の筐体の側面部
）に設けられた（巻き付けられた）、少なくとも１つの内視鏡側無線給電コイル（スパイ
ラルコイル）１１０１および１１０２と、プロセッサ２００と光無線通信を行うための、
少なくとも１つの光無線デバイス１１０３と、プロセッサ２００に設けられた光源から出
射された光を内視鏡先端部１２まで導入する光導入路（図示せず）につながっている光導
入路端部１１０５と、無線給電による電力レベルを報知するためのＬＥＤ１１０４と、を
備え、これらの各構成要素が内視鏡側コネクタ１１０の筐体に設けられている。
【００２４】
　本実施形態では、例えば、２個の無線給電コイル（スパイラルコイル）１１０１および
１１０２が設けられているが、スパイラルコイルの個数は２個に限定されず、それよりも
少なくてもよいし（１個）、３個以上であってもよい。各無線給電コイル（スパイラルコ
イル）１１０１および１１０２には異なる種類の電源、例えば、内視鏡操作部用電源や映
像信号用電源が供給される。また、無線給電コイル（スパイラルコイル）１１０１および
１１０２を構成するのはスパイラルコイルに限定されず、例えば、ソレノイドコイルであ
ってもよい。なお、ソレノイドコイルを用いた場合の内視鏡側およびプロセッサ側コネク
タの構成については後述する（図４参照）。
【００２５】
（ii）電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ１１１
　図３（ｂ）に示されるように、電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ１１１は
、無線給電に対応の内視鏡側コネクタ１１０と同様に、プロセッサ側コネクタ２１０に挿
入されて接続が完了する。電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ１１１は、プロ
セッサ側コネクタ２１０の設けられたプロセッサ側電気接点２１０４と電気的に接続され
る内視鏡側電気接点１１１１と、プロセッサ２００に設けられた光源から出射された光を
内視鏡先端部１２まで導入する光導入路（図示せず）につながっている光導入路端部１１
１５と、を備え、これらの各構成要素が内視鏡側コネクタ１１１の筐体に設けられている
。
【００２６】
（iii）プロセッサ側コネクタ２１０
　プロセッサ側コネクタ２１０は、内視鏡側コネクタ１１０および１１１を受けるために
、プロセッサ２００の筐体に設けられたコネクタ凹部として構成されている。プロセッサ
側コネクタ２１０は、コネクタ凹部側面部（凹部内側側面）に設けられた（巻き付けられ
た）、少なくとも１つのプロセッサ側無線給電コイル（スパイラルコイル）２１０１およ
び２１０２と、内視鏡装置１００と光無線通信を行うための、少なくとも１つの光無線デ
バイス２１０３と、プロセッサ２００に設けられた光源から出射された光を内視鏡先端部
１２まで導入する光導入路（図示せず）につながっている光導入路接続端部１１０５と接
続される光導入路接続受け部２１０５と、電気接点による給電に対応の内視鏡側コネクタ
１１１の内視鏡側電気接点１１１１と電気的に接続されるプロセッサ側電気接点２１０４
と、を備え、これらの各構成要素がプロセッサ側コネクタ２１０のコネクタ凹部筐体に設
けられている。
【００２７】
　プロセッサ側無線給電コイル（スパイラルコイル）２１０１および２１０２は、内視鏡
側コネクタ１１０の無線給電コイル１１０１および１１０２にそれぞれ対応している。プ
ロセッサ側無線給電コイル（スパイラルコイル）２１０１に電流（電源供給により）を流
すことによって発生した磁界が内視鏡側無線給電コイル１１０１に作用して当該無線給電
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コイル（スパイラルコイル）１１０１に電流が流れ、内視鏡装置１００の所定の構成要素
に対して電源が供給される。また、プロセッサ側無線給電コイル（スパイラルコイル）２
１０２に電流（電源供給により）を流すことによって発生した磁界が内視鏡側無線給電コ
イル（スパイラルコイル）１１０２に作用して当該無線給電コイル１１０２に電流が流れ
、内視鏡装置１００の別の構成要素に対して電源が供給される。
【００２８】
　＜変形例：ソレノイドコイルを用いた場合の内視鏡側およびプロセッサ側コネクタの構
成＞
　図４は、無線給電コイルとしてソレノイドコイルを用いた場合の内視鏡側およびプロセ
ッサ側コネクタの構成を示す図である。図４（ａ）は、当該変形例による無線給電に対応
の内視鏡側コネクタ１１０の断面構成を、図４（ｂ）は、当該変形例による、無線給電お
よび電気接点による給電の両方に対応のプロセッサ側コネクタ２１０の断面構成をそれぞ
れ示している。また、図４（ｃ）は、内視鏡側コネクタ１１０がプロセッサ側コネクタ２
１０に挿入された場合に、内視鏡側無線給電コイル（ソレノイドコイル）１１１０あるい
は１１２０とプロセッサ側無線給電コイル（ソレノイドコイル）２１１０あるいは２１２
０の関係を示す図である。図４（ｄ）は、内視鏡側コネクタ１１０とプロセッサ側コネク
タ２１０が位置ずれを起こしているときに発生する磁界（磁束）の様子を示す図である。
【００２９】
　上述の図３では、内視鏡側コネクタ１１０の側面に複数のスパイラルコイル１１０１お
よび１１０２、プロセッサ側コネクタ２１０の凹部側面に複数のスパイラルコイル２１０
１および２１０２を設けた例を示した。一方、当該変形例（図４（ａ）および（ｂ）参照
）では、例えば、内視鏡側コネクタ１１０の筐体側面であって、最も距離が離れた位置（
筐体側面断面の対角線上の位置（例えば、筐体断面が円形であれば、コイルの設置位置を
結んだ直線が当該断面の円の中心を通る））にソレノイドコイル（無線給電コイル）１１
１０および１１２０を配置する。従って、当該変形例では、内視鏡側コネクタ１１０およ
びプロセッサ側コネクタ２１０にそれぞれ２個のソレノイドコイルが取り付けられており
、プロセッサ２００から２種類の電源を内視鏡装置１００に対して供給することができる
ように、電子内視鏡システム１が構成されている。
【００３０】
　図４（ｃ）を参照すると、例えば、ソレノイドコイル（無線給電コイル）１１１０とソ
レノイドコイル（無線給電）２１１０の組において、それぞれのコイルはフェライトコア
１１３０あるいは２１３０に巻かれた状態となっている。そして、例えば、プロセッサ側
無線給電コイル（ソレノイドコイル）２１１０にプロセッサ２００本体の電源（例えば、
内視鏡操作部用電源）が供給されると、プロセッサ側無線給電コイル（ソレノイドコイル
）２１１０に流れる電流により、磁界（磁束）４０が発生する。そして、この磁界（磁束
）４０による作用（電磁誘導）によって、内視鏡側ソレノイドコイル１１１０に電流が発
生し、所定の電源（例えば、内視鏡操作部用電源）が内視鏡装置１００に提供されること
になる。また、ソレノイドコイル（無線給電コイル）１１２０とソレノイドコイル（無線
給電コイル）２１２０の組においても同様の作用が生じ、別の種類の電源を内視鏡装置１
００に提供することが可能となる。
【００３１】
　なお、無線給電コイルとしてソレノイドコイルを用いると、図４（ｄ）に示すように、
内視鏡オペレータ（例えば、医師）が内視鏡装置１００を使用している間に、内視鏡側コ
ネクタ１１０とプロセッサ側コネクタ２１０とが位置ずれを起こした場合であっても、十
分な量の磁界（磁束）４０を内視鏡側ソレノイドコイル１１１０および１１２０が形成す
る環状面内を通過させることができ、十分な電力量（内視鏡装置１００側消費電力に合っ
た電力量）の電源を提供することが可能となる。
【００３２】
　＜供給電流量の報知＞
　本実施形態では、内視鏡装置１００に複数のＬＥＤを配置し、プロセッサ２００から供
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給される電源に基づく電流量（電流レベル）をＬＥＤによってオペレータに報知すること
ができるようになっている。図５は、当該報知機能に関係する、内視鏡装置１００とプロ
セッサ２００の内部構成例を示す図である。図５では、当該報知機能に関係する構成部の
みが示され、図１に示される他の必要な構成部の図示は省略している。また、図６は、Ｌ
ＥＤによる電流レベルの報知動作を説明するためのフローチャートである。
【００３３】
（i）内視鏡装置１００とプロセッサ２００の内部構成例
　報知機能に関する構成として、内視鏡装置１００は、内視鏡装置１００の全体動作を制
御するコントローラ１_１２０と、画像処理に関する動作を制御するコントローラ２_１２
１と、プロセッサ２００から供給される電源を無線で受電する受電部１２２と、プロセッ
サ２００から光通信で送信されてきた制御情報等を受信（受光）する複数のフォトダイオ
ード１２３_１および１２３_２・・・と、フォトダイオード１２３_１および１２３_２に
よって受信した制御情報等の信号レベルを増幅する複数のトランスインピーダンス増幅器
１２４_１および１２４_２・・・と、増幅された信号の振幅を一定振幅の電圧信号に変換
するリミッティングアンプ１２９_１および１２９_２・・・と、撮像素子１０４で取得し
た映像信号等をプロセッサ２００に対して光通信で送信する複数のレーザダイオード１２
５_１および１２５_２・・・と、レーザダイオード１２５_１および１２５_２を駆動する
複数のレーザドライバ１２６_１および１２６_２・・・と、プロセッサ２００から供給さ
れた電源に基づく電流値を検出および監視する電流監視部（ＩＣ）１２７と、電流値検出
用の抵抗１２８と、複数のＬＥＤによって電流レベルを報知する、ＬＥＤ１_５０１、Ｌ
ＥＤ２_５０２、ＬＥＤ３_５０３、ＬＥＤ４_５０４・・・と、を備えている。なお、内
視鏡側のコントローラ１_１２０は、例えば、ＣＰＵ（Central Processor Unit）で構成
することができ、内視鏡側のコントローラ２_１２１は、例えば、ＦＰＧＡで構成するこ
とができる。
【００３４】
　一方、プロセッサ２００は、当該報知機能に関する構成として、プロセッサ２００の全
体動作を制御するコントローラ１_２２０と、画像処理に関する動作を制御するコントロ
ーラ２_２２１と、後段信号処理回路２０７と、内視鏡装置１００に電源を無線で供給す
る送電部２２２と、制御情報を内視鏡装置１００に対して光通信で送信する複数のレーザ
ダイオード２２３_１および２２３_２・・・と、レーザダイオード２２３_１および２２
３_２を駆動する複数のレーザドライバ２２４_１および２２４_２・・・と、内視鏡装置
１００から光通信で送信されてきた映像信号等を受信（受光）する複数のフォトダイオー
ド２２５_１および２２５_２・・・と、フォトダイオード２２５_１および２２５_２によ
って受信した映像信号等の信号レベルを増幅する複数のトランスインピーダンス増幅器２
２６_１および２２６_２・・・と、増幅された信号の振幅を一定振幅の電圧信号に変換す
るリミッティングアンプ２２７_１および２２７_２・・・と、を備えている。なお、プロ
セッサ側のコントローラ１_２２０は、例えば、ＣＰＵ（Central Processor Unit）で構
成することができ、プロセッサ側のコントローラ２_２２１は、例えば、ＦＰＧＡで構成
することができる。
【００３５】
（ii）電流レベル報知動作の詳細
（ii-1）ステップ６０１
　プロセッサ側のコントローラ１_２２０は、内視鏡装置１００がプロセッサ２００のコ
ネクタ部（プロセッサ側コネクタ）２１０に接続されたことを検知したか判断する。内視
鏡装置１００のコネクタ部（内視鏡側コネクタ）１１０への接続は、例えば、機械的スイ
ッチがＯＮとなることにより検知したり、センサ（図示せず）により検知したりすること
ができる。内視鏡装置１００のプロセッサ２００への接続が検知された場合には、処理は
ステップ６０２に移行する。
【００３６】
（ii-2）ステップ６０２
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　プロセッサ側のコントローラ１_２２０は、プロセッサ側のコントローラ２_２２１に対
して、内視鏡装置１００への電源の供給開始を指示する。当該指示を受けたプロセッサ側
のコントローラ２_２２１は、送電部２２２へ電源を供給する。
【００３７】
（ii-3）ステップ６０３
　内視鏡装置１００において、受電部１２２がプロセッサ２００の送電部２２２から供給
された電源を受電すると、電流監視部１２７は、抵抗１２８に流れる電流値を測定する。
【００３８】
（ii-4）ステップ６０４
　電流監視部１２７は、測定した電流値（消費電流値）の情報を内視鏡側のコントローラ
１_１２０に送信する。
【００３９】
（ii-5）ステップ６０５
　内視鏡側のコントローラ１_１２０は、電流監視部１２７から受け取った電流値（消費
電流値）の情報を内視鏡側のコントローラ２_１２１に送信する。
【００４０】
（ii-6）ステップ６０６
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、消費電流値が所定の閾値１以上であるか判断す
る。閾値１は、内視鏡装置１００がプロセッサ２００に接続された後、内視鏡装置１００
内の各デバイスが正常に動作している場合の電流値であり、予め設定されている。消費電
流値が所定の閾値１以上である場合（ステップ６０６でＹＥＳの場合）、処理はステップ
６０７に移行する。消費電流値が所定の閾値１未満である場合（ステップ６０６でＮＯの
場合）、処理はステップ６０８に移行する。
【００４１】
（ii-7）ステップ６０７
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、ＬＥＤ１_５０１を点灯させ、当該報知動作を終
了させる。
【００４２】
（ii-8）ステップ６０８
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、消費電流値が所定の閾値２以上閾値１未満であ
るか判断する。閾値２は、内視鏡装置１００がプロセッサ２００に接続された後、フォト
ダイオード１２３_１および１２３_２側の回路が動作していない場合の電流値であり、予
め設定されている。消費電流値が所定の閾値２以上（閾値１未満）である場合（ステップ
６０８でＹＥＳの場合）、処理はステップ６０９に移行する。消費電流値が所定の閾値２
未満である場合（ステップ６０８でＮＯの場合）、処理はステップ６１０に移行する。
【００４３】
（ii-９）ステップ６０９
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、ＬＥＤ１_５０２を点灯させ、当該報知動作を終
了させる。
【００４４】
（ii-10）ステップ６１０
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、消費電流値が所定の閾値３以上閾値２未満であ
るか判断する。閾値３は、内視鏡装置１００がプロセッサ２００に接続された後、レーザ
ダイオード１２５_１および１２５_２側の回路が動作していない場合の電流値であり、予
め設定されている。消費電流値が所定の閾値３以上（閾値２未満）である場合（ステップ
６１０でＹＥＳの場合）、処理はステップ６１１に移行する。消費電流値が所定の閾値３
未満である場合（ステップ６１０でＮＯの場合）、処理はステップ６１２に移行する。
【００４５】
（ii-11）ステップ６１１
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、ＬＥＤ１_５０３を点灯させ、当該報知動作を終
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了させる。
【００４６】
（ii-12）ステップ６１２
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、消費電流値が所定の閾値４以上閾値３未満であ
るか判断する。閾値４は、内視鏡装置１００がプロセッサ２００に接続された後、フォト
ダイオード１２３_１および１２３_２側の回路、およびレーザダイオード１２５_１およ
び１２５_２側の回路が共に動作していない場合の電流値であり、予め設定されている。
消費電流値が所定の閾値４以上（閾値３未満）である場合（ステップ６１２でＹＥＳの場
合）、処理はステップ６１３に移行する。消費電流値が所定の閾値３未満である場合（ス
テップ６１２でＮＯの場合）、処理は終了する。
【００４７】
（ii-13）ステップ６１３
　内視鏡側のコントローラ２_１２１は、ＬＥＤ１_５０４を点灯させ、当該報知動作を終
了させる。
【００４８】
　＜本開示の特定事項＞
（１）特定事項１
　内視鏡システムのプロセッサの凹部コネクタに接続される凸部コネクタを有する内視鏡
装置であって、
　前記凸部コネクタは、凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイルあるいは前記凸部
側面部に巻きつけられたスパイラルコイルを含み、
　前記凸部側面部にソレノイドコイルが取り付けられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に取り付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によ
って前記凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイルに誘導電流が発生し、前記プロセ
ッサから前記内視鏡装置へ電源が供給され、
　前記凸部側面部にスパイラルコイルが巻きつけられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に巻きつけられたスパイラルコイルによって発生した磁場によ
って前記凸部側面部に巻きつけられたスパイラルコイルに誘導電流が発生し、前記プロセ
ッサから前記内視鏡装置へ電源が供給される、内視鏡装置。
【００４９】
（２）特定事項２
　特定事項１において、さらに、
　前記供給された電源によって発生する消費電流値を測定する電流監視部と、
　前記電流監視部によって測定された前記消費電流値に対応する表示を出力する表示部と
、
を備える、内視鏡装置。
【００５０】
（３）特定事項３
　特定事項２において、
　前記表示部は、前記消費電流値と複数の所定の閾値とを比較し、前記内視鏡装置の内部
の各デバイスが動作しているか否かを示す表示を出力する、内視鏡装置。
【００５１】
（４）特定事項４
　特定事項２または３において、
　前記表示部は、表示色が異なる複数のＬＥＤによって構成される、内視鏡装置。
【００５２】
（５）特定事項５
　凸部コネクタを有する内視鏡装置が接続され、凹部コネクタを有するプロセッサであっ
て、
　前記凹部コネクタは、凹部側面部に取り付けられたソレノイドコイルあるいは前記凹部
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側面部に巻きつけられたスパイラルコイルを含み、
　前記凹部側面部にソレノイドコイルが取り付けられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に取り付けられたソレノイドコイルによって発生した磁場によ
って前記内視鏡装置の前記凸部コネクタの凸部側面部に取り付けられたソレノイドコイル
に誘導電流が発生し、前記プロセッサから前記内視鏡装置へ電源が供給され、
　前記凹部側面部にスパイラルコイルが巻きつけられている場合には、前記プロセッサの
前記凹部コネクタの側面部に巻きつけられたスパイラルコイルによって発生した磁場によ
って前記内視鏡装置の前記凸部コネクタの前記凸部側面部に巻きつけられたスパイラルコ
イルに誘導電流が発生し、前記プロセッサから前記内視鏡装置へ電源が供給される、プロ
セッサ。
【００５３】
（６）特定事項６
　特定事項５において、さらに、
　無線給電ではなく電気的接続による有線給電に対応する内視鏡装置の凸部コネクタに設
けられた電気端子と電気的に接続される電気端子を備える、プロセッサ。
【００５４】
（７）特定事項７
　特定事項１から４の何れか１項の内視鏡装置と、
　特定事項５または６のプロセッサと、
を備える内視鏡システム。
【符号の説明】
【００５５】
１　電子内視鏡システム
１００　内視鏡装置
１１０　内視鏡側コネクタ
１１０１、１１０２　内視鏡側無線給電コイル（スパイラルコイル）
１１１０、１１２０　内視鏡側無線給電コイル（ソレノイドコイル）
２００　プロセッサ
２１０　プロセッサ側コネクタ
２１０１、２１０２　プロセッサ側無線給電コイル（スパイラルコイル）
２１１０、２１２０　プロセッサ側コイル（ソレノイドコイル）
３００　モニタ
５０１から５０４　ＬＥＤ
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上的螺旋线圈中产生感应电流，并且 镜子装置已通电。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/00f64916-bf13-4bcc-bb0c-778dc887aafd
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/071085890/publication/JP2020092963A?q=JP2020092963A

